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1) 山田圭二郎 著「親水の時代と場所と計画」（序論）、日本建築学会 編 『親水空間論──時代と場所から
考える水辺のあり方』 技報堂出版、4-11頁、2014年
2) たとえば、以下を参照。
 皆藤章 著 『風景構成法のときと語り』 誠信書房、2004年 
 鈴木晶子 著 『智慧なすわざの再生へ──科学の原罪』 ミネルヴァ書房、2013年 
3) 風景の人間的意味に、存在や当事者性の承認の感覚があることについては、以下を参照。
 山田圭二郎・西研 著 「風景の人間的意味を考える──『なつかしさ』を手がかりに」、『風景とローカル･
ガバナンス──春の小川はなぜ失われたのか』早稲田大学出版部、211-245頁、2014年
4) A.ベルク 著 『風土の日本』 ちくま学芸文庫、1992年
5) Y.F.トゥアンは、「場所」は「安全」で「空間」は「自由」であり、人間の生活は「安全」（庇護）と「自由」（冒
険）の弁証法的な働きによるとする（『空間の経験──身体から都市へ』 ちくま学芸文庫、1993年）。
6) E.レルフ 著 『場所の現象学──没場所性を超えて』ちくま学芸文庫、1999年
7）ベルクやトゥアン、レルフの言説の構造的類似性については、以下の文献で明晰に解説されている。
藤倉英世 著 「基礎自治体における景観と自治の再構築に関する実証的研究」、首都大学東京 博士学
位論文、2012年
8) 佐々木健一 著 『日本的感性──触覚とずらしの構造』中公新書、2010年
9) 関連して以下を参照。中村良夫 著 「山水都市の運命を担う市民社会」、※文献3)、17-62頁、2014年
10）関連して以下を参照。中村良夫 著 「『安寧の都市』論の構築に向けて──身体と場所の風景論から」、
安寧の都市研究第1号、4-17頁、2011年
11）たとえば、大崎可織・山田圭二郎・松本純也・精山明敏ほか 著 「fMRIを用いた景観評価の検討」、日
本生理学雑誌、第76巻第2号、89頁、2014年など。
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